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　早法74巻2号（1999）
97　これまでは，個々の物がどのようにしてわれわれに取得されるかに
っいて述べてきたが，さし当たり以上で十分である。同様に，個々の物
をわれわれが取得する遺贈の法は，他のところで述べるのが適切だろ
う。そこで，ここでは，どのような仕方で物がわれわれに包括取得され
るかについてみることにしよう。
98　われわれがある者の相続人に指定された場合，あるいはある者の遺
産占有を請求した場合，あるいはある者の総財産を買い入れた場合，あ
るいはある者を養子にとった場合，あるいはある者を妻として夫権のな
かに迎え入れた場合，これらの者の物は，われわれに移転する。
99われわれは，まず相続財産について考察しよう。相続のあり方には
二っある。相続財産は，一つは遺言にもとづいて，もう一っは無遺言
で，われわれに帰属する。
100われわれは最初に遺言にもとづいてわれわれの所有となる物につ
いて考察しよう。
101ところで，本来，遺言の種類には二つあった。すなわち，一つは
民会を召集して遺言を作成する場合であり，この民会は遺言を作成する
ために1年に2度召集された。もう一つは武装を整えて（in　procin－
ctu），すなわち戦闘のために武器をもつている場合である。というの
は，プロキンクトゥス（procinctus）とは戦闘を前にして武装した軍隊
だからである。したがって，一方は平和なときに静かに作成し，他方は
戦闘がまさに生じようとしている場合に作成する。
102その後，銅と秤によって行われる第三の遺言が加わった。召集さ
れた民会においても軍隊においても遺言を作成しなかった者は，突然の
六
四
九　　971．2，9，6とほぼ同じ。後掲2，191以下を参照。
　　981100　1．2，9，6ほぼ同じ。
　　101；1031．2，10，1：Theoph．2，10，1［154－5頁随所］：Vlp．20，2：Isid．orig．10，218
　　　を参照。
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死に迫られた場合，自分の遺産，すなわち自分の家産を友人のマンキピ
ウム権に与え，そして自分の死後，自分の望む物を自分の望む者に与え
るよう，その友人に依頼した。これが銅と秤による遺言と呼ばれるの
は，明らかに，遺言が握取行為により行われるからである。
103けれども，〔はじめの〕二種の遺言は用いられなくなり，これに対
して，銅と秤によって行われるものだけが用いられ続けた。もちろん，
現在では，この遺言はかつて行われたのとは異なる方法で作成される。
すなわち，以前は，家産の買主，すなわち，遺言人から家産をマンキピ
ウム権に受け入れる者は相続人のような地位を取得し，そのため，遺言
人は自らの死後何を誰に与えて欲しいと買主に命じた。これに対して，
現在は，ある者が遺言によって相続人に指定されて，さらに，遺贈の負
担が課せられる。これに，他の者が形式的に古い法にならって，家産の
買主として付け加えられる。
104　この手続は次のように行われる。すなわち，〈遺言を〉作成する者
は，他の握取行為と同様に，5名の成熟ローマ市民の証人と1名の秤持
ちの立ち会いの下で遺言書を書いた後で，形式上，自分の家産を握取行
為によって譲渡する。この手続において，家産の買主は次の文言を用い
る。「あなたの家産および財産は私の受任および保管のもとにあり，あ
なたが公の法律に従って有効に遺言を作成することができるように，こ
の銅片によって一ある者は「銅の秤によって」を付け加える一私に買わ
　　　　　（132）
れたものとせよ」。次に銅片で秤を打ち，その銅片をあたかも代価のよ
うに遺言者に与える。さらに遺言者は遺言書をもち次のように述べる。
104Theoph．2，10，1［155頁12－17行］：Isid．orig．5，14，12：Vlp．20，219を参照。ハ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　四　〈遺言を〉はHu．が付加した。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　八
（132）David－Nelsonでは「あなたの家産および財産は私の受任および保管のも
　とに〈あると私は宣言する。そして，それらは〉，あなたが公の法律にしたがっ
　て有効に遺言を作成できるように，云々」となっている。
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「これらのものを，これらの遺言書および蝋板のなかに書かれたように，
与え，遺贈し，遺言する。そして，そのように，あなたがたクィリーテ
ースよ，私のために証言せよ」。これは言明と呼ばれる。なぜなら，言
明することは公然と宣言することであり，遺言者は確かに遺言書のなか
に詳細に書いたことを，一般的な表現で宣言し，かつ確認するとみなさ
れるからである。
105　ところで，家産の買主あるいは遺言者自身の権力に服する者が証
人になることは禁じられている。なぜなら，古い法にならって遺言を作
成するために行われる全手続は，家産の買主と遺言者との間で行われる
と信じられているからである。たしかに，われわれが既に述べたよう
に，遺言者の家産をマンキピウム権に受け入れる者は，かつては相続人
のような地位にあった。したがって，このことに関して，家に属する者
の証言は禁じらた。
106　したがって，家父権に服する者が〔他の誰かの〕家産の買主とな
った場合も，その者の父は証人となることができない。同じ家父の権力
に服する者，例えばその者の兄弟もそうである。家子が軍隊を退役後に
軍営特有財産について遺言を作成する場合も，その者の父も父の権力に
服する者も有効な証人とはならない。
107証人に関して言われたことは秤持ちに関しても当てはまる，とわ
れわれは理解しよう。というのは，この者も証人に属しているからであ
る。
108　これに対して，相続人の権力もしくは受遺者の権力に服する者，
あるいは相続人自身もしくは受遺者を権力内にもつ者，あるいは〔相続
六
四
七1051．2，10，9：VIP．20，3とほぼ同じ。
　　1061．2，10，9と同じ。Vlp．20，415を参照。
　　107Vlp．20，3を参照。
　　108　1．2，10，10111を参照。
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人もしくは受遺者と〕同じ権力に服する者は，相続人自身もしくは受遺
者自身が証人および秤持ちになることができるのと同様，適法に証人お
よび秤持ちになることができる。けれども，相続人、あるいは相続人の
権力に服する者，あるいは相続人を権力内にもつことになる者について
は，われわれはできるだけこの法を用いないようにすべきである。
〔兵士の遺言について〕
109けれども，兵士が遺言を作成する場合，あまりにも知識が乏しい
ので，このような形式を誠実に遵守することは元首の勅法によって免除
された。すなわち，法定数の証人を立ち会わせず，家産を売却せず，遺
言を言明しなくとも，それでもなお兵士の遺言は有効である。
110　さらに，兵士には，外人やラテン人を相続人に指定すること，あ
るいは，外人やラテン入に遺贈することが認められた。兵士以外の場合
には，外人は市民法の原理により相続財産と遺贈を取得することが禁じ
られ，ラテン人もユーニウス法によって禁じられた。
　　　　　　　　　　　（133）
111未婚者もユーリウス法により相続財産も遺贈も取得することを禁
　　　　　　　　　　（134）
1091．2，11pr．と同じ。Vlp．23，工0を参照。
110Vlp．17，1；22，213：Dig．29，1，13，2［Vlp．1ib．45ad　Ed．］：前掲1，23；19；後
掲2，218；275を参照。
111後掲2，1441286：Vlp．17，1122、3を参照。111法文の欠落部分で，ガーイウスは
兵士の遺言に関する主題を論じたと考えられる。Hu。は「子供のいない者もま
　た」の後を286a法文にしたがって，次のように補充する。すなわち，「パーピウ
　ス法によって，相続財産と遺贈の半分以上を取得することを禁止されているが，
兵士の遺言によれば全部を取得する」と。それから，ガーイウスはVlp。20，10－
　26：1．2，12とGai　Epit．2，2，1以下から推測できるように，遺言の作成が許されな　ハ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　四　い者について論ずる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　六
（133）ユーニウス法（1ex　Iunia）後19年に制定された。
（134）ユーリウス法（1ex　Iulia）前18年に制定された婚姻当事者の階層に関する
　ユーリウス法（lex　Iulia　maritandis　ordinibus）。
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止されている。子どものいない者もまた・…・…・……
　　　　　・……（ヴェローナ写本では48行判読不能）
・（ヴェローナ写本では6行判読不能）
　　　　　　　・（ヴェローナ写本では8行判読不能）
　　　　　　　・（ヴェローナ写本では2行判読不能）
112　・・…・………神皇ハドリアーヌスの権威にもとづいて元老院議決が
なされた。それによれば……………女性が12歳以上であれば，彼女に
　　　　　　　　　　　　　　　　（135〉
は，コエーンプティオーによらなくとも遺言を作成することが……許さ
　　　　　　　　　（136）
れた。ただし，後見を免除されていない女性は後見人が助成して遺言を
しなければならないことは明らかである。
113　したがって，女性は男性よりも良い状態にあるように見える。す
なわち，14歳未満の男性は，たとえ後見人の助成によって遺言を作成し
ようとしても，遺言を作成することはできない。これに対して，女性
は，12歳に達すれば遺言作成能力を取得する。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（137）
???
112前掲1，115a：Pau1．3，4a，1を参照。Kr．は「自権者の」または「生来自由人の」
　という文言で補充できると推測する。
1131．2，12，1：Gai　Epit．2，2，2：Vlp．20，12，15：Paul．3，4a，1を参照。
（135）David－Nelsonでは「自権者の（sui　iuris）」となっている。
（136）　コエーンプティオー（coemptio）成熟女性が行う握取行為に相当すると考
　えられる。
（137）David・Nelsonでは「これに対して，女性は遺言を作成できる。〈すなわ
　ち＞，12歳に〈なるとただちにP＞遺言作成能力を取得する」となっている。
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114　それゆえ，われわれは，遺言が有効であるかどうかを問題とする
場合には，まず第一に，遺言を作成した者に遺言作成能力があるかどう
かを検討しなければならない。次いで，その者にこれがあった場合，わ
れわれは，その者が市民法の規定にしたがって遺言したかどうかを考察
する。この場合，兵士については除外する。兵士は，前述したように，
あまりにも知識が乏しいので，自ら望むやり方で，あるいは，自らでき
るやり方で，遺言を作成することが許されている。
115　けれども，遺言が市民法上有効であるためには，家産の売却，証
人，言明についてわれわれが既に説明した方法だけでは不十分である。
116　なによりもまず，相続人指定が正式な方式にしたがって行われたか
どうかが確認されなければならない。というのも，指定が他の仕方でな
されたならば，われわれが既に述べたような遺言者の家産を売却するこ
とや，遺言を言明したりすることは，何の効力ももたないからである。
117　ところで，正式な指定は次のようなものである。「ティティウスは
相続人であれ」。しかし，次の方式もすでに認められたとみなされる。
「ティティウスが相続人であることを私は命ずる」。これに対して，次の
ようなものは認められなかった。「ティティウスが相続人であることを
私は望む」。ところで，また，次の方式はほとんどの学者から認められ
なかった。「私はティティウスを相続人に指定する」。同じく「私は〔テ
ィティウスを〕相続入とする」。
118　さらに，次のことが遵守されなければならない。すなわち，後見に
服する女性が遺言を作成する場合，後見人の助成によって作成しなけれ
ばならない。そうしなければ，その遺言は市民法上，無効になるだろう。
114Dig．28，1，4［Gai　lib．21nstitut．］と同じ。前掲2，109を参照。
115L2，13，pr．とほぼ同じ。前掲2，104以下を参照。
116　1．2，20，34：前掲2，104以下を参照。
117Vlp．21：Theoph．1，14，1［65頁21行］を参照。
118Vlp．20，15：前掲1，19212，1121後掲3，43を参照。
???
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119法務官は，7名の証人の印章によって遺言書が封印された場合に
は，指定された相続人に遺言書にしたがって遺産〈占有〉を約束する。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（138）
＜また＞，法の規定にしたがって無遺言で相続財産を取得する者，例え
ば，同じ父から生まれた兄弟，あるいは父方の伯叔父，あるいは兄弟の
息子が誰もいない場合に，指定された相続人は相続財産を保持すること
ができるだろう。遺言が，他の原因にもとづいて，例えば，家産が売却
されなかったために，あるいは遺言者が言明の文言を述べなかったため
に無効となる場合にも同じ法が当てはまる。
120　ところで，兄弟あるいは父方の伯叔父がいる場合にも，彼らが指
定された相続人より優越しているとみなされるかどうかについてみるこ
とにしよう。なぜなら，法によらないで作成された遺言書にしたがって
遺産占有を要求する者は，無遺言で相続財産の所有権を主張する者を相
手取って，悪意の抗弁により対抗することができる，とアントー二一ヌ
ス帝の勅答によって示されたからである。
　（139）
121それが男性の遺言に適用されることはもちろん確かである。また，
家産を売却しなかったために，あるいは，言明の文言を述べなかったた
めに，有効になされなかった女性の遺言にそれが適用されることも確か
である。他方，この勅法が後見人の助成なしに作成された女性の遺言に
ついても適用されるかどうか，みることにしよう。
122　ところで，われわれが述べているのは，当然，尊属または保護者
の法定後見のもとにある女性ではなく，意に反してさえも助成人となる
よう強制される他の種類の後見人をもつ女性についてである。尊属や保
護者の助成なしに遺言が作成された場合には，尊属や保護者がその遺言
ハ　　119後掲2，147：Vlp．23，6128，6を参照。四
三　　122前掲1，1901192を参照。
　　（138）David－Nelsonでは「〈占有〉」にく〉が補われていない。
　　（139）　アントー二一ヌス（TitusAureliusFulviusBoioniusAntonimsPius）ロ
　　　ーマ皇帝。在位138－161年。
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によって廃除されないことは明らかである。
123　また，，冑、子を権力内にもつ者は，この者を相続人に指定するか，
または，名を示して相続から廃除するように配慮しなければならない。
そうせずに，この者を黙過すれば，遺言は無効である。たとえ父の存命
中に息子が死亡しても，当然，最初から相続人指定は成立しなかったか
ら，この遺言によって誰も相続人になることはできない，とわが学派の
諸先生が考えたほどである。けれども，反対学派の諸先生は，息子が父
の死亡時に存命しているならば，彼が指定された相続人を退けて無遺言
で相続人となることを承認する。しかし，父が死亡する前に息子が死亡
するならば，もはや息子はいかなる障害にもならないので，遺言により
相続が行われると考える。というのは，当然，息子を無視しても，遺言
は初めからただちに無効とはなら〈ない＞とみなすからである。
124　これに対して，遺言者がその他の卑属を看過した場合には，遺言
は有効である。〈ただし＞，看過された者は，それが自権相続人である場
合には各人の割合で，家外相続人である場合には2分の1の割合で，指
定された相続人に加えられる。すなわち，例えば，ある者が3人の息子
を相続人に指定し，娘を看過した場合には，娘は4分の1の割合で加え
られて相続人になる。このようにして，父が無遺言で死亡した場合に娘
が得たであろうと同じものが，娘のものとなる。これに対して，遺言者
が家外者を相続人に指定し，娘を看過した場合には，娘は2分の1の割
合で加えられて相続人となる。われわれが娘について述べたのと同じこ
とが，孫についても，また男性であれ，女性であれ，すべての卑属につ
いても当てはまる，とわれわれは理解しよう。
125　それではどうなるのか。われわれが説明したところによれば，そ　六
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　四
123L2，13pr．とほぼ同じ。Gai　Epit．2，3pr．1：Vlp．22，16を参照。
124Gai　Epit．2，3，1二VIP．22，17：Theoph。2，13pr．［170頁16－23行］を参照。
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の者たちは指定された相続人から2分の1を奪う〔にすぎない〕にもか
かわらず，法務官は遺言書に反してその者たちに全相続財産の占有を保
証する。そのため，家外相続人は相続財産の全部から除外され，実質の
ない相続人となる。
126　そして，われわれは，女性と男性とを区別することなく，この法
を用いた。けれども，最近になって，アントー二一ヌス帝は，このよう
な女性は添加権によって受けるよりも多くの分を遺産占有で取得するこ
とはない，と規定した。このことは，家父権免除を受けた女性について
も遵守されなければならない。すなわち，このような女性も，家父権に
服していたならば添加権によって取得しただろう分だけを遺産占有によ
って取得する。
127けれども，父親が息子を確実に廃除しようとするならば，息子に
ついては名を示して廃除される必要がある。そうでなければ，彼は廃除
されているとはみなされない。ところで，名を示して廃除されるとみら
　　　　　　　　　　（140）
れるのは，「私の息子ティティウスは廃除された者であれ」というよう
にして廃除される場合か，あるいは固有名を付加しないで「私の息子は
廃除された者であれ」という場合のいずれかである。
128　これに対して，その他の卑属については，女性であれ，男性であ
れ，一括して廃除すれば十分である。すなわち，「他のすべての者は相
続から廃除された者であれ」という文言によってなされる。そして，こ
の文言は，相続人指定の……後に付加されるのが常である。
　　　　　　　　　　（141）
　　125Theoph．2，13，3［173頁14－15行］を参照。
　　126Theoph．2，13，3［173頁18－20行］：Cod．6，28，4を参照。
ハ　　1271．2，13，111と同じ。Vlp．22，20［を参照］。
四
一　　1281．2，13pr。11：Vlp．22，20：Theoph．2，13pr．［170頁26行］を参照。
　　（140）David－Nelsonでは，「彼は廃除されているとはみなされない（non　uidetur
　　　exheredari）」が「彼を適切に廃除するζとはできない（non　potest　satis　exher－
　　　edari）」となっている。
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129けれども，このことはこのように一………・……・。すなわち，法
　　　　　　　　　　　　　　　（142）
務官は，すべての男性卑属，すなわち，孫および曾孫もまた・…………
130後生子もまた，相続人に指定されるか，相続から廃除されなけれ
ばならない。
131すべての〔自権相続人は〕，次の点で同一の地位にある。後に生ま
れるであろう息子であろうと，その他の男性あるいは女性の卑属の誰か
であろうと，これらの者が看過されていても，遺言は有効であるけれど
も，その後，男性あるいは女性の後生子の出生により遺言は破壊され，
したがって，遺言全体が無効となる。それゆえ，男性あるいは女性の後
生子の出産が予定されていた妻が流産した場合，指定された相続人が相
続を承認するのに何の障害もない。
132けれども，女性〔の後生子〕は，あるいは名を示して廃除される
か，あるいは一括して廃除されるのを常とする。それでも，一括して廃
除されるときには，彼女らが忘れられて看過されたとみられないよう
に，彼女らには何らかのものが遺贈される場合に限られる。これに対し
て，男性〔の後生子〕は，名を示して廃除される場合の他は，適法に廃
除されることはない，と通常考えられている。すなわち，それは「私に
129Lachmamは欠落部分を次のように補充した。すなわち，「名を示して廃除
　されるように命ずる。これに対して，女性の卑属は一括して廃除されるように命
　ずる。そのようにして廃除されなかった場合，その者には遺言書に反して遺産占
有を認める」と。
130－1321．2，13，1と同じ。Gai　Epit．2，3，2を参照。Inst．からGoe．が欠落部分を　ハ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　四補充した。Vlp。22，15118－21123，2〔を参照〕。　　　　　　　　　　　　　　　○
（141）David－Nelsonでは欠字部分に「すぐ（statim）」が補われている。
（142）David－Nelsonでは「けれども，このことはこのように」が128法文に含ま
　れ，「けれども，このことは市民法上のものである」となっている。
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どのような息子が生まれるにしろ，彼は廃除された者であれ」という仕
方でなされる。
132a
・（ヴェローナ写本では4行判読不能）
　　　　　　　　　　　　　（143）
133　ところで，自権相続人の地位を継承し，後生子に準じて尊属の自
権相続人となる者も，後生子のような地位にある。例えば，私が，息子
およびその出生子である男孫または女孫を権力内にもつとする。息子は
〔私に〕近い順位にあるから，たとえ男孫または女孫が私の権力に服し
ているとしても，息子だけが自権相続人の権利をもつ。けれども，私の
存命中に私の息子が死亡し，また他の理由で私の権力を離脱するなら
ば，男孫や女孫はその地位を承継し，これにより自権相続人の出生に準
じて，自権相続人の権利を取得する。
134　したがって，そのような方法で遺言が破壊されるのを防ぐために，
私は作成した遺言が不適法なものとならないよう，息子自身を相続人に
指定し，あるいは相続から廃除しなければならないのと同様に，息子か
ら生まれた男孫や女孫もまた相続人に指定し，あるいは相続から廃除し
て，私の存命中に息子が死亡し，その地位を男孫や女孫が継承すること
　　　　　　　　　　　（144）
で，あたかも自権相続人が新たに出生したように，はからずも遺言が破
　　133Dig．28，3，13［Gai　Iib．21nstit．］：1．2，13，2と同じ。Vlp．23，3を参照。Dig。
ム公　　　とInstit．からGoeschenが本法文を補充した。
九　　134Dig．28，3，13［Gai前掲書］と同じ。1．2，13，2とほぼ同じ。Theoph．2，13，
　　　2［173頁3－6行］を参照。
　　（143）David－Nelsonでは，132aがなく、ただ「（8行欠落）」となっている。
　　（144）David－Nelsonでは「私の存命中に息子が死亡し」が「私の息子が私の存
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壊されないようにする必要がある。そうして，これはユーニウス＝ウェ
ッラエウス法によって規定されたことである。また，同法は同時に，相
　　　（145〉
続から廃除する方法についても次のように定めている。すなわち，男性
の〈後生子＞は名を示して，女性の後生子は名を示して，あるいは一括
して廃除されなければならないが，一括して廃除される者については必
ず何かが遺贈されなければならない。
135市民法上，家父権免除を受けた卑属を相続人に指定したり廃除し
たりする必要はない。というのは，彼らは自権相続人ではないからであ
る。けれども，法務官は，彼らが相続人に指定されていない場合には，
男性も女性もすべて，男性の場合は名を示して，女性の場合は一括して
相続人から廃除されることを命ずる。相続人に指定されなかったり，わ
れわれが既に述べたような方法を用いて相続人から廃除されなかった場
合には，法務官は，遺言書に反して，彼らに遺産の占有を約束する。
135a父とともにローマ市民権を与えられた者は，ローマ市民権を取得
する際に，父がその者を権力内にもつことを申請しなかったり，申請し
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（146〉
たけれども達せられなかった場合には，父の権力に服さない。他方，皇
帝によって父の権力〈に＞戻される者は，………と何ら異ならない。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（147）
136養子である息子は，養親子関係にある限り，実子のような地位に
ある。これに対して，養親である父親〈から＞家父権免除を受けた者
1351．2，13，3と同じ。Vlp．22，23128，2－4を参照。
135a前掲1，93194；後掲3，20を参照。Kr．とStud。の推測から文章は次のように補
充できる。すなわち，「父の権力内に生まれた者」と。
136－137L2，13，4と同じ。
命中に死亡し，あるいは他の何らかの理由で私の権力から離脱する場合」となっ
ている。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　台
（145）ユーニウスニウエッラエウス法（1ex　Iunia　Vellaea）後26年に制定された。　八
（146）David－Nelsonでは「父がその者を権力内にもつことを申請しなかったり」
が「父がその者を権力内にもつことを皇帝に申請しなかったり」になっている。
（147）David－Nelsonでは欠落部分に「自権相続人」を補っている。
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は，市民法上も，法務官の告示においても，卑属には数え入れられな
い。
137　この理由から，次のことが生ずる。逆に実父からすれば，彼らが
養家にある間は，家外者と認められる。これに対して，養親たる父親か
ら家父権免除を受けたならば，彼らは，実父自身から〈家父権免除〉を
受けた場合と同じ状況におかれることになる。
138　ある者が遺言作成の後に，民会で自権者を，あるいは，法務官の
面前で尊属の権力に服している者を養子にした場合，いずれの場合でも
同人の遺言は，自権相続人が生まれたとみなして破壊される。
139　遺言作成の後で，妻が遺言者の夫権に帰入し，あるいは，夫権に
服している女性が遺言者と結婚した場合にも，同様のことが当てはま
る。なぜなら，この方法によって妻は娘のような地位に立って，自権相
続人のようになるからである。
140　このような女性や養子が，その遺言において相続人に指定されて
いても，そのことは〔遺言の破壊を防ぐのには〕役に立たない。という
のは，その者は遺言作成時には自権相続人に数え入れられなかったか
ら，その者の相続人廃除について問題とすることが不要だとみなされる
からである。
141　1回目および2回目の握取行為にもとづいて解放される息子も，
父親の権力のもとに復帰するので，以前になされた遺言を破壊する。
〈たとえ〉，その遺言においてこの息子が，相続人に指定されているか，
廃除されているかしても，このことは〔遺言の破壊を防ぐのには〕役に
立たない。
会　　1381．2，17，1とほぼ同じ。前掲1，98以下：Gai　Epit．2，3，3：Vlp．23，3を参照。
七　　139VIP．23，3：前掲1，114を参照。
　　140　Dig．28，2，23，1［Papin．1ib．12quaest．］128，2，28，1　［Tryph．lib．20
　　　disput．］を参照。
　　141Vlp．22，3：前掲1，13211351後掲3，6：Collat．16，3，7［Pau1．4，8，7］を参照。
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142　元老院議決にもとづいて錯誤の原因が証明される者については，か
つて類似の法があった。というのは，おそらく，〔夫の〕錯誤で，あたか
もローマ市民として妻となった外人またはラテン人の女性から子が生ま
れた場合があったからである。実際，その者が尊属によって相続人に指
定されたのであれ，廃除されたのであれ，あるいは父の存命中に，原因
が証明されたのであれ，父の死後に原因が証明されたのであれ，いずれ
にしても，自権相続人が出生したものとみなされて遺言を破壊した。
143けれども，現在，神皇ハドリアーヌスの権威により制定された新
しい元老院議決によれば，次のようになっている。父の存命中に原因が
証明されるならば，以前と同様，あらゆる場合に遺言を破壊する。これ
に対して，父の死後に原因が証明されるならば，看過された者は確かに
遺言を破壊するが，遺言において相続人に指定されるか廃除されている
場合は，その者は遺言を破壊しない。それは，明らかに，入念に作成さ
れた遺言が再び作成することができないときには，それを無効としない
ようにするためであった。
144適法に作成された．後の遺言によっても，前の遺言は破壊される。
遺言によってある者が相続人となったか，あるいはならなかったかは問
題とはならない。なぜなら，この場合には，ただある者が相続人になる
ことができたかどうかということだけが判断されるからである。それゆ
え，適法に作成された後の遺言によって指定された者が，あるいは相続
人となることを望まない場合，あるいは遺言者の存命中，もしくは彼の
死後，相続を承認する前に死亡した場合，あるいは熟慮決定期間が過ぎ
て相続から除外された場合，あるいは相続人指定のための条件を欠いた
／、
142前掲1，32167；後掲3，5を参照。
143前掲1，32を参照。
1441．2，17，2とほぼ同じ。Gai　Epit．2，3，4：Vlp．23，2：前掲2，1111後掲2，286；1661
　168を参照。
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場合，あるいは独身であるためにユーリウス法によって相続から除外さ
　　　　　　　　　　　　　　　　　（148）
れていた場合には，家父は無遺言で死亡することになる。というのは，
後の遺言によって破壊された前の遺言も無効であり，後の遺言も，それ
によって誰も相続人とならないので，効力をもたないからである。
145適法に作成された遺言は，他の方法によっても無効にされる。例
えば，遺言を作成した者が頭格消滅を被った〈場合である〉。頭格消滅
がどのようにして生ずるかについては第1巻で述べた。
146われわれは，この場合，遺言は無効になるということにしよう。
もっとも，その他に破壊される遺言も無効となり，〈最初から不適法に
作成された遺言も無効である。けれども，適法に作成され，後に頭格消
滅により無効となった遺言についても＞，やはりこれを破壊された遺言
ということができる。けれども，個別的な呼び方でそれぞれの場合を区
別することは，実際に，より適切なことであったから，そのために，あ
る種の遺言は不適法に作成されたといわれ，適法に作成されたある種の
遺言は，破壊される，あるいは無効となるといわれる。
147　しかしながら，最初から不適法に作成され，あるいは適法に作成
されたが，後に無効とされたか，または破壊された遺言でも，すべてが
役に立たないわけではない。すなわち，7人の証人の印章によって遺言
が封印された場合，もし，死亡した遺言者がローマ市民であり，かっ，
死亡時において自権者であったとすれば，指定された相続人は，遺言書
にもとづいて遺産占有を申請することができる。これに対して，例え
ば，遺言者が市民権または自由さえも喪失し，あるいは自ら養子とな
ひ　　1451．2，17，4と同じ。Vlp．23，4：Gai　Epit．2，3，5：前掲1，159－162を参照。
五　　1461．2，17，5と同じ。Collat．16，3，2［Paul．lib．4sent．］を参照。括弧内の文
　　　言はInst．からGoe．が付加した。
　　1471．2，17，6と同じ。前掲119：Vlp．28，6；23，6を参照。
　　（148）ユーリウス法（lex　Iulia）註（134）を参照。
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り，〈かつ＞，死亡時に養父の権力に服していたという理由で遺言が無効
とされた場合には，指定された相続人は，遺言書にもとづ’いて遺産占有
を申請することはできない。
148　〈したがって＞，最初から不適法に作成され，あるいは適法に作成
されたが，後に破壊されるか無効とされる遺言書にもとづいて，遺産占
有をなす〈者は＞，遺産を保持することができる場合には実質のある遺
産占有をなすことになる。これに対して，遺産がその者から取り上げら
れる可能性のある場合には，実質のない遺産占有をなすことになる。
149すなわち，ある者が，市民法上，最初の遺言あるいは後の遺言に
よって相続人に指定され，あるいは無遺言で市民法上相続人である場合
には，遺産占有者から相続財産を奪うことができる。これに対して，市
民法上相続人が誰もいない場合には，遺産占有者自身が相続財産を保持
することができ，法の規定にしたがって権限のない血族は彼らに対し，
いかなる権利ももたない。
14gaけれども，われわれが前にも述べたように，時には指定相続人が
法定相続人よりも優越しているとみなされることさえある。例えば，家
産が売却されず，あるいは，遺言者が言明の文言を発しなかったため
に，遺言が適法に作成されなかった場合である。……宗族員が相続財産
を請求する・・………………・……勅法にもとづいて…………・・…・………。
150　………占有者…・…・…………・………一…一・・一……………・…ユ
148Vlp．23，6を参照。
149前掲2，1191120を参照。
149a前掲2，1201121を参照。KLは欠字部分を次のように補充する。すなわち，「（宗
族員が相続財産を請求する）場合には，皇帝アントー二一ヌスの（勅法にもとづい
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　みて）悪意の抗弁により，その宗族員を除外することができるからである」と。　 　　台
150VIp．28，7：後掲3，78を参照。KLは欠字部分を次のように補充できると推測した。　四
　「遺産（占有者）が告示にもとづいて承認された場合には・（ユーリウス法によって）
相続財産が指定相続人から奪われないことは明らかである。これに対して，（死者の
　ために誰も）相続人や遺産占有者となら（ないときは），その限りで（同法により遺
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一リウス法によって・・………………り
　　　（149）
　　　　　　　　　　・・死者のために誰も・……・…………・…………な
いときは……一…………・同法により遺産は所有者のないものとなり，国
民に帰属すると規定される。
151適法になされた遺言は，［遺言者の］意思の変更で無効となること
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（150）
がある。〈しかし〉，後になって遺言者が遺言が有効であることを望まな
いという理由だけで遺言が無効となるのでないことは明らかであり，遺
言者が遺言書の紐を切断した場合でさえ，遺言は市民法上有効である。
さらに，遺言内容を消し，・あるいは遺言書を焼却した場合ですら，遺言
書に書かれてあることは，その証明は困難であるけれども，やはり依然
として有効である。
151aそれではどうなるのか。ある者が無遺言を理由に遺産占有を申請
し，その遺言で相続人となる者が相続財産を請求する場合・……一…
・・相続財産が帰属する
・・以上のことは皇帝アントー二一ヌスの勅答によってそのように規定さ
れている。
152　ところで，相続人は，あるいは必然相続人，あるいは自権必然相
　　　産は所有者のいないものとなり，国民に帰属すると規定される）」と。
　　1511．2，17，7とほぼ同じ。Dig．38，6，1，8［Vlp．1ib．44ad　Edict．］を参照。
　　151a　Kr．によれば，「相続財産を請求する場合」に続く欠字部分は，意味上，次
　　　のように補充できる。「（後者は）悪意の抗弁により退けられる。これに対して，
　　　誰も無遺言を理由に遺産占有を申請しなかった場合には，遺言者が相続人とする
登　　のを望まなかった者に決して（相続財産が帰属する）ことのないよう，国民は指
三　　定相続人があたかもふさわしくないかのようにその者から遺産を奪う」と。
　　（149）ユーリウス法（lex　Iulia）註（134）を参照。
　　（150）David－Nelsonでは「［遺言者の］意思の変更で」が「［遺言者の］単なる
　　　意思によって」となっている。
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続人，あるいは家外相続人と呼ばれる。
153　必然相続人とは，自由付与をともない，相続人に指定された奴隷
である。そのように呼ばれたのは，奴隷が欲するかどうかにかかわら
ず，いずれにしても，遺言者の死亡後，すぐに自由人となり，かつ相続
人となるからである。
154　それゆえ，自分の資力を危惧する者は，その奴隷を第1または第
2の順位で，あるいはそれ以下の順位で自由人とし，かっ相続人に指定
するのが常である。それは，債権者に満足が与えられない場合，遺言者
自身の財産ではなく相続人の財産を売却するために，すなわち全財産の
売却によって生じる汚名が遺言者自身ではなく相続人にかかるようにす
るためである。しかし，フーフィディウスの著作によれば，サビーヌス
　　　　　　　　　　　　　　　　（151〉
は，相続人は自分の落ち度ではなく，法の必要によって財産の売却をす
るのであるから，汚名から逃れるべきだと考える。けれども，われわれ
はこれとは異なる法を用いる。
155　しかし，このような不利益に対して，必然相続人には，次の利益，
すなわち，彼が保護者のために取得した財産は，全財産の売却の前後を
問わず自ら保持する，という利益が与えられる。そうして，相続財産が
〔債務の〕一部のために売却された場合でも，その者の〔取得した〕財
産は相続を原因として再び売却されることはない。ただし，彼に相続を
原因としてある物が取得された場合，例えば，死亡した〔ユーニウス法
上の〕ラテン人が取得していた〔ものにもとづいて〕利益を受けた場合
　　　　　　（152）
1521．2，19prと同じ。Gai　Epit．2，3，6〔を参照〕。
1531．2，19，1とほぼ同じ。Gai　Epit。2，3，6〔を参照〕。
1541．2，19，1とほぼ同じ。Theoph．2，19，1［200頁18－22行］を参照。　　　　　　舎
1551．2，19，1とほぼ同じ。Dig．42，6，1，18［Vlp．1ib．64ad　Edict．］を参照。　二
（151）　フーフィディウス（Fufidius〉元首政初期の法学者。Dig．34，2，5でセタス
　トゥス・カエキリウス・アフリカーヌス（Sextus　Caecilius　Africanus）が引用
　する以外，ほとんど知られていない。
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を除く。これに対して，その他の者たちが，財産を〔債務の〕一部のた
めに売却し，その後ある物を取得するならば，その者たちの財産は何度
でも売却されるのを常とする。
156　ところで，自権必然相続人とは，例えば息子あるいは娘，息子の
側の男孫あるいは女孫〈および＞その他の直系卑属であって，それは彼
らが家父の死亡時にその権力に服していた場合に限られる。けれども，
男孫あるいは女孫が自権相続人となるためには，その者が祖父の死亡時
に祖父の権力に服していただけでは十分でなく，その者の父親が死亡し
たことにより，あるいは祖父の存命中に何らかの方法で権力から解放さ
れたことによって自権相続人でなくなっていることが必要である。なぜ
なら，その場合に男孫あるいは女孫は父親に代わって相続するからであ
る。
157彼らが自権相続人と呼ばれるのは，確かに，彼らが家内相続人で
あり，そして尊属の存命中にも，ある程度は所有者とみなされているか
らである。そのことから，ある者が無遺言で死亡した場合，やはり，相
続の第1順位は卑属に属する。これに対して，彼らが必然相続人といわ
れるのは，彼らが欲するかどうかを間わず，無遺言によると遺言による
とを問わず，つねに相続人になるからである。
158　けれども，法務官は，むしろ遺産を尊属の遺産として売却させる
ために，卑属に相続を拒否することを認めている。
　　156L2，19，2と同じ。後掲3，2：Gai　Epit．2，3，6：Vlp．22，24を参照。
　　157L2，19，2と同じ。
　　1581．2，19，2と同じ。Vlp．22，24を参照。
舎　　（152）ラテン人　ユーニウス法上のラテン人のこと。この箇所は理解が容易では
一　　　ない。サヴィニーが「（ラテン人が）取得したものにもとづいて」と補充してい
　　　ること，また本校訂でラテン人の前に死亡したことを示す†の記号が付されてい
　　　ることを考慮すれば，「死亡した〔ユーニウス法上の〕ラテン人が取得したもの
　　　にもとづいて」と読むのが適当だと思われる。
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159夫権に服している妻の〈場合＞も，その者が娘のような地位にあ
るから，また息子の夫権に服している嫁の場合も，それが女孫のような
地位にあるから，いずれも同様のことが当てはまる。
160　その上，法務官は同様にマンキピウム権に服している者にも，そ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（153）
の者が奴隷のように，自由付与をともなって相続人に指定された〈と
き〉，自権相続人ではなく必然相続人であるにもかかわらず，拒否する
権限を与える。
161遺言者の権力に服していないその他の相続人は家外相続人と呼ば
れる。したがって，われわれの権力に服していない，われわれの卑属も
また，われわれが相続人に指定したときは家外相続人［のように］みな
される。それゆえ，母親によって相続人に指定される者も家外相続人で
ある。というのは，女性は卑属を権力内にもつことはないからである。
自由付与をともなって相続人に指定され，そしてその後に主人により解
放された奴隷もまた，家外相続人とみなされる。
162　ところで，家外相続人には，相続を承認するかどうかについて，
熟慮する権限が与えられた。
163　けれども，相続を拒否する権限をもつ者が自ら相続財産〔の管理〕
に干渉したとき，〈相続＞承認の熟慮を許されている者が承認したとき
は，その後相続を放棄することはできない。ただし，25歳未満者の場合
は除かれる。すなわち，他のすべての欺かれた場合と同じく，軽率に
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（154）
159後掲3，31前掲2，139；1，11112，131を参照。
160前掲1，1231138：後掲3，114：Vlp．22，24を参照。
1611．2，19，3と同じ。Vlp．22，25；26，7：Gai　Epit．2，3，6：前掲1，1041後掲2，188
　を参照。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　公
162；1631．2，19，5；6と同じ。Pau1．3，4B，11を参照。　　　　　　　　　　　　　○
（153）David－Nelsonでは「マンキピウム権に服している者にも」が「マンキピ
　ウム権に服している，［すなわち，〈3回の＞握取行為によって譲渡される］者に
　も」となっている。
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債務超過の相続財産を引き受けた場合にも，25歳未満者に法務官が救済
を与えるからである。もっとも，相続承認の後に，相続承認時には知ら
れずにいた多額の負債が明らかになったときには，25歳以上の者にも神
皇ハドリアーヌスが恩恵を与えたことを私は知っている。
164　家外相続人には，通常，熟慮決定期間（cretio），すなわち，熟慮
の期限が与えられる。その結果，家外相続人は，一定期間内に相続を承
認するか，あるいは承認しなければ期間の終了によって〔相続から〕除
外されることになる。ところで，熟慮決定期間と呼ばれたのは，ケルネ
レ（cemere〔cretioの動詞の能動相不定法現在〕）という語が，熟慮し
て決定するというような意味だからである。
165　したがって，「ティティウスが相続人であれ」と指定された場合に
は，「あなたが知り，かつすることができる日の次の日から100日以内に
熟慮決定せよ。もし，このようにして熟慮決定しないならば，あなたは
廃除された者であれ」とわれわれは付け加えなければならない。
166　このようにして相続人に指定された者は，彼が相続人であること
を望む場合には，熟慮決定期間内に熟慮決定しなければならないだろ
う。すなわち，彼は次のような文言，つまり「プーブリウス・メウィウ
スがその遺言により私を相続人に指定したので，私はこの相続を承認
し，かつ熟慮決定する」と表明しなければならないだろう。彼がそのよ
うに熟慮決定しなかった場合には，熟慮決定期間が終了したとき，彼は
〔相続から〕除外される。したがって，たとえ彼が相続人としてふるま
うとしても，すなわち，あたかも相続人であるかのように相続財産を使
登　　1641sidor．orig．5，24，15116：Varro　de　ling．1at．7，5，98：Vlp．22，27を参照。
九　　165後掲2，171：Vlp．22，27：Varro　de　ling．1at．6，8，81を参照。
　　166Vlp．22，25126128：Cons．6，19：1．2，19，7を参照。
　　（154）David－Nelsonでは「他のすべての欺かれた場合と同じく」が「他のすべ
　　　ての欺かれた場合に［認められた］のと同じく」となっている
　　22
　　　　　　　　　　　　　　　　　　ガーイウス『法学提要』（V）
用するとしても，そのことは何の効果も生み出さない。
167　これに対して，熟慮決定期間なしに相続人に指定された者，ある
いは，法の規定にしたがって無遺言で相続に召喚される者は，熟慮決定
することにより，あるいは相続人としてふるまうことにより，あるいは
相続を承継する単なる意思によってさえも，相続人となることができ
る。そして，この者には任意のときに，相続を承認する自由がある。
〈けれども＞，相続財産に対する債権者の申請によって，法務官が期限を
定めるのを常とする。そして彼が望む場合，その期間内に相続を承認す
ることになり，彼がそうしないならば，債権者が死者の財産を売却して
もよいことになる。
168　ところで，熟慮決定期間付きで相続人に指定された者は，相続を
熟慮決定しなければ相続人とはならないのと同様，熟慮決定期間が終了
するまでに熟慮決定しなかった場合でなければ，〔相続から〕除外され
ることはない。したがって，熟慮決定期間の期限前に相続を承認しない
ことを決意したとしても，この決意を改めるときには，熟慮決定期間の
残りの期間に熟慮決定することによって相続人となることができる。
169　これに対して，熟慮決定期間なしに相続人に指定された者，ある
いは，法律によって無遺言で相続に召喚される者は，単なる意思によっ
て相続人となるのと同様，反対の意思によっても，ただちに相続から排
斥される。
170　ところで，あらゆる熟慮決定には一定の期間の制約がある。その
ための適当な期間は100日とみなされていた。もっとも，それにもかか
わらず，市民法上，より長いあるいはより短い期間を定めることができ
る。けれども，法務官は，より長い期間を短縮することがある。 ???
1671．2，19，7とほぼ同じ。後掲3，87：Vlp。22，25を参照。
168　前掲2，1441166：Vlp．22，30を参照。
1691．2，19，7とほぼ同じ。Vlp．22，29を参照。
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　171すべての熟慮決定期間は一定の期間に限定されているけれども，
　そのあるものは通常熟慮決定期間と呼ばれ，あるものは期日確定熟慮決
　定期間と呼ばれる。通常熟慮決定期間は，われわれが既に述べたもので
　ある。すなわち，「知り，かつすることができる〔日の次の日から〕」と
　いう文言が付加されたものである。期日確定熟慮決定期間は，これらの
　文言を除く他の文言が記載されたものである。
　172　これらの熟慮決定期間には大きな違いがある。すなわち，通常熟
　慮決定期間が与えられた場合には，それぞれ自分が相続人に指定された
　ことを知り，熟慮決定することができる期間のみが計算される。これに
　対して，期日確定熟慮決定期間が与えられた場合，自分が相続人に指定
　されたことを知らない者にさえ期間の計算は継続的に行われる。同様
　に，何かの原因で熟慮決定することができない者にも，さらにまた，条
　件付きで相続人に指定された者にも期限が設けられる。したがって，通
　常熟慮決定期間を用いるほうが，より好ましく，より適当である。
　173　この期日確定熟慮決定期間は，期間の計算が継続して行われるの
　で，継続熟慮決定期間と呼ばれる。しかし，この熟慮決定期間は〔やは
　り〕過酷であるから，もう一つの熟慮決定期間が一般には用いられる。
　これは通常熟慮決定期間と呼ばれる。
　174　〔補充指定について〕われわれは次のような方法で，二つあるいは
　それ以上の相続人の順序をつけるときがある。「ルーキウス・ティティ
　ウスが相続人であれ。そして，あなたが知り，かつすることができる日
　の次の日から〈100＞日以内に熟慮決定せよ。もし，このようにして熟
　慮決定しないならば，あなたは廃除された者であれ。そのときは，メウ
右　イウスが相続人であり，100日以内に熟慮決定せよ，云々」。そして，さ
モ
171Vlp．22，31：前掲2，1641165を参照。
172Vlp．22，32を参照。
1741．2，15pr：Gai　Epit．2，4pr．；1：Vlp．22，33を参照。
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らにわれわれは望むだけ補充指定することができる。
175　また，われわれには，1人の相続人に1人ないし2人以上を補充
指定すること，また逆に，複数の相続人に1人ないし2人以上を補充指
定することが許されている。
176　第1順位で指定された相続人は，相続を熟慮決定すれば相続人と
なり，補充相続人は除外される。指定相続人は，相続を熟慮決定しなけ
れば，たとえ相続人としてふるまうとしても，相続から排斥され，補充
相続人が指定相続人の地位を継承する。さらに，複数の順位がある場
合，そのそれぞれ順位について，同様の仕方で同じことが生ずる。
177けれども，熟慮決定期間が相続から廃除する文言なく与えられた
場合，すなわち，「もし，あなたが熟慮決定しないならば，プーブリウ
ス・メウィウスが相続人であれ」という文言でなされた場合には次のよ
うな違いがある。すなわち，第1順位で指定された相続人が熟慮決定せ
ずに，相続人としてふるまうならば，その者は補充相続人の持分を認
め，両者は平等な持分をもつ相続人となる。けれども，第1順位で指定
された相続人が熟慮決定もせず，相続人としてふるまうこともしないな
らば，その者は完全に排斥され，補充相続人が相続財産全部を相続する。
178　しかしながら，サビーヌスの見解では，第1順位で指定された相
続人が熟慮決定し，相続人になることができる間は，たとえ相続人とし
てふるまったとしても，補充相続人は〔相続を〕認められない。けれど
も，熟慮決定期間が終了した場合には，第1順位で指定された相続人が
相続人としてふるまえば，補充相続人は〔相続を〕認められる。けれど
も，他の見解では，熟慮決定期間中であっても，第1順位で指定された
相続人が相続人としてふるまえば，〔相続財産の〕一部につき補充相続さ
人が〔相続することを〕認めなければならなくなり，もはや熟慮決定す　ハ
176前掲168を参照。
1771178Vlp。22，24を参照。
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ることはできなくなる。
179われわれは，既に述べたように，われわれの権力に服している未
成熟の卑属が相続人とならない場合には，他の者がわれわれの相続人と
なるように，補充指定をすることができる。その上，これらの卑属がわ
れわれの相続人となり，そして未成熟のうちに死亡した場合でも，他の
者がその未成熟者の相続人となるように，補充指定できる。例えば，次
のような方法で行われる。「私の、壱、子ティティウスが私の相続人であれ。
私の息子が私の〈相続人とならない＞とき，〈あるいは＞，私の〈相続
入＞となり，そして自らの後見に服する前に死亡した〈ときは〉，セー
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（155〉
イウスが相続人であれ」と。
180　この場合，息子が相続人とならないならば，補充相続人が父の相続
人となる。これに対して，息子が相続人となり，成熟するよりも前に死
亡した場合には，補充相続人は息子自身の相続人となる。したがって，
ある意味で遺言は二つあるともいえる。すなわち，一つは父の遺言であ
り，もう一っは息子の遺言であるが，後者は，あたかも息子自身が自ら
のために相続人を指定したようなものである。とにかく，確かなことは，
二っの相続財産について遺言が一つになっているということである。
181その他に，尊属の死後に未成熟者が欺かれる危険にさらされない
と思わせるために通常補充指定をはっきりと，すなわち，われわれが未
成熟者を相続人に指定した箇所において行うのが習わしである。〈とい
うのは〉，通常補充指定は，未成熟者が相続人とならなかった場合に，
補充相続人を相続に召喚するからである。このことが生ずるのは，未成
　　179L2，16pr．とほぼ同じ。Vlp．23，7：Gai　Epit。2，4，2：Paul．3，4B，5：前掲2，1741
公　　　177を参照。
五180L2，16pr．と同じ。および1．2，16，2とほぼ同じ。
　　181　1．2，16，3とほぼ同じ。Gai　Epit．2，4，2：Dig．29，3，8［VIP。1量b．50ad　Edict。］：
　　　Theoph．2，16，3［188頁28－30行］を参照。
　　（155）　「自らの後見に服する前に」成熟するよりも前に，という意味に考えられる。
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熟者が尊属の存命中に死亡した場合である。その場合，当然のことなが
ら，遺言書に記載されてあることはすべて遺言人の存命中は知られない
ので，補充相続人の非行を何ら疑うことはできない。これに対して，未
成熟者が相続人となり，かつ未成熟のうちに死亡したときでも，補充相
続人を召喚する補充指定を，われわれは別個に，より後の遺言書に記載
し，遺言書をそれぞれ，紐と蝋で封印し，より前の遺言書において，よ
り後の遺言書を息子が存命し，まだ未成熟であるうちは開封しないよう
に，と定める。しかし，両種の補充指定とも，［別個に］，より後の遺言
書において封印される方がはるかに安全である。なぜなら，われわれが
述べたように，補充指定が［封印され，あるいは］別個になされている
場合，より前の補充指定にもとづいて，もう一方の補充指定においても
同一人物が補充指定されたことが推定できるからである。
182　ところで，われわれは，相続人に指定された未成熟の卑属が成熟
する前に死亡した場合には，われわれが望む者が相続人となるように，
補充指定しておくことができるだけでなく，相続から廃除された卑属に
対しても，そのようにすることができる。したがって，この場合には，
近親者からの相続，遺贈，贈与にもとづき，何かが未成熟者に取得され
ていた場合には，それはすべて補充相続人に帰属することになる。
183相続人に指定され，あるいは相続から廃除された未成熟の卑属の
補充指定についてわれわれが述べたことは，後生子にっいても当てはま
ると理解しよう。
184　これに対して，われわれは，相続人に指定された家外者について，
その者が相続人となり，そしてある期間内に死亡した場合には，他の者
がその相続人になるように補充指定することはできない。われわれは，　さ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　西
182L2，16，4とほぼ同じ。Vlp．23，8を参照。
1831．2，16，4と同じ。
1841．2，16，9とほぼ同じ。後掲2，248以下1277以下：Gai　Epit．2，4，3を参照。
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ただその家外者に対し，信託遺贈によって相続財産をその全部または一
部に〈ついて＞〔第三者に〕引渡すよう義務づけることができるにすぎ
ない。この法がいかなるものであるかについては，適当な箇所で述べる
ことにしよう。
185　ところで，自由人と同様に，われわれの奴隷も他人の奴隷もまた
相続人として記載することができる。
186けれども，われわれの奴隷は自由であり相続人であると命令され
なければならない。すなわち，次のような方法でなされる。「私の奴隷
スティクスは自由であり，相続人であれ」，あるいは「相続人であり，
自由であれ」と。
187すなわち，奴隷が自由付与をともなわずに相続人に指定されたな
らば，たとえ後に主人から解放されたとしても，相続人となることはで
きない。というのは，この相続人指定は，指定されるにふさわしい地位
をもたない者になされたからである。それゆえ，たとえ彼が譲渡された
場合でも，新しい主人の命令があっても相続を熟慮決定することはでき
ない。
188　これに対して，自由付与をともなって相続人に指定された奴隷が
同じ状態のままである場合，遺言によって自由となり，したがって必然
相続人となる。他方，奴隷が遺言人自身によって解放された場合には，
自らの判断で相続を承認することができる。ところが，奴隷が譲渡され
た場合には，新しい主人の命令があれば相続を承認しなければならな
い。このようにして，新しい主人が奴隷を通じて相続人となる。という
のは，奴隷自身は，相続人にも自由にもなることはできないからであ
る。
189相続人に指定された他人の奴隷も，同じ状態のままであるならば，
18511861．2，14，pr．：Vlp．22，7：Pau1．3，4B，7：前掲2，153；1，21を参照。
1881．2，14，1と同じ。Vlp．22，11112を参照。
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主人の命令があれば相続を承認しなければならない。これに対して，そ
の奴隷が遺言者の存命中またはその死後，熟慮決定する前に，主人によ
って譲渡された場合，新しい主人の命令があれば熟慮決定しなければな
らない。けれども，その奴隷が解放された場合，その者は自分の判断で
相続を承認することができる。
190　ところで，他人の奴隷が通常熟慮決定期間を与えられて相続人に
指定された場合には，奴隷自身が自ら相続人に指定されたことを知り，
かつ主人に確実に伝えるのに何の障害もないならば，熟慮決定期間が始
まると解され，主人の命令があれば熟慮決定することができる。
ノ、
189L2，14，1とほぼ同じ。Vlp．22，13：後掲2，245を参照。
190前掲2，172を参照。
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